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〈ワークショップ 3〉

大学空白地における域学連携と地域活性化

大谷大学 社会学部 講師  野村　　実
コーディネーター

○本ワークショップのねらい
いま改めて「地方創生」がさけばれる中、また「地方創生 2.0」の起動が現政権の最重要課題の一つとし

て位置付けられている中で、大学にはどのような役割が求められているのだろうか。このワークショップ
では、京都府北部地域等の「大学空白地」ともいえる大学のない／少ない地域において、大学がいかなる
役割を果たすことができるのか、特に域学連携と地域活性化の観点から、京丹後市の「夢まち創り大学事業」
に関わる方々や、主に京都府北部地域での地域連携に精通する大学研究者と一緒に考えていくことをねら
いとした。またワークショップ形式での開催とすることで、教員・職員・学生その他の職域ごとの悩みや
理想を対話の中で共有していくことも目的とした。

○報告の概要
第一報告では、京丹後市市長公室政策企画課・主事の青木滉人氏から「京丹後市夢まち創り大学とは」

の題で話題提供をいただいた。青木氏は、大学時代に夢まち創り大学事業に参加したことを契機として、
大学院修了後に京丹後市に移住、現在の京丹後市役所に就職している。そうした観点から、自らのゼミで
の経験だけでなく、事業実施側としての課題についても詳細を語ってもらった。特にこの事業では、大学
が京丹後市で活動する際に、大学と現地のバスの無料送迎や宿泊施設の提供を行っており、京都市内から
の移動のハードルを下げていることがわかった。また課題としては、現在は大学のプロジェクト／ゼミ単
位での活動であるが、個人単位での活動をどう創出するかという点や、成果の見えづらさをどう考えてい
くかという点が共有された。

第二報告では、一般社団法人まちの企画部・コーディネーターの井上健吾氏から「地域と大学の間に立
つジレンマ」の題で講演いただいた。井上氏は、東京や大阪での民間企業の勤務を経て京丹後市に移住し、
現在はまちの企画部として、①高校生と地域との交流拠点（京丹後市委託事業）、②地域コーディネート業
務（夢まち創り大学）、③事業開発支援業務などに携わっている。今回は主に②について、事業の伴走者と
しての立場から、大学と地域の間で生まれるギャップをいかに解消していくか、また現場での課題につい
ても「ジレンマ」という視点から率直に共有してもらった。特に、大学としては活動の専門性や独自性を
明確にしていくこと、他方で地域側も課題整理と優先順位をつけていくこと、そして中長期的視点として
学生の入れ替わりが前提となったカリキュラム設計や、中長期の受け入れ体制づくりの必要性が提示され
た。

第三報告では、福知山公立大学地域経営学部・准教授の杉岡秀紀氏から「『大学のないまち』と大学との
連携の実際」の題で、総論的な講演をしていただいた。杉岡氏からは、NPO や産官学での豊富な現場経験
と知見をもとに、大学と地域との連携・協働の論点、また大学のミッションについても論点整理が行われた。

※報告の詳細については、各登壇者のスライド資料を参照いただきたい。

＜タイムスケジュール＞
14:00　趣旨説明　　大谷大学社会学部　講師　野村 実 
14:10　講演 1.「京丹後市夢まち創り大学とは」
　　　　　　京丹後市市長公室政策企画課　主事　青木 滉人 
14:25　講演 2. 「地域と大学の間に立つジレンマ」
　　　　　　一般社団法人まちの企画部　コーディネーター　井上 健吾 
14:40　講演 3. 「『大学のないまち』と大学との連携の実際」
　　　　　　福知山公立大学地域経営学部　准教授　杉岡 秀紀 
15:00　休憩
15:15　ワークショップ①「地域連携の理想」
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15:45　ワークショップ②「地域連携の苦悩」
16:25　総括

○ワークショップの概要
講演ののちに休憩を挟み、後半では 3 グループでのワークショップが行われた。ワークショップ 1 では「地

域連携の理想」として、職域をこえて自由闊達に「こういうことがしたい」という話題でアイデアを共有
してもらった。各グループから出たアイデアとしては、報告でも言及されていた、学生個人での活動も可
能にするような仕組みづくりのほか、大学と地域との対等な関係を構築していくこと、高校だけではなく
小学校中学校とのシームレスな連携など、多彩な意見が出された。次にワークショップ 2 では、「理想」を
ふまえて、教員・職員・学生その他の職域に分かれ、「地域連携の苦悩」のお題で意見交換を行った。特に
このワークショップでは、それぞれの立場からみた地域連携その他における課題を共有したが、大学側の
地域連携に対する理解の必要性や、手段と目的を丹念に確認する必要性が提示された。

最後に各グループからワークショップの内容を発表してもらったのち、登壇者からまとめのコメントを
一言ずついただいて終了した。特に、地域と大学という二点間の連携だけではなく、その地域にある小中
高などの教育機関や、その地域の企業などの多様なアクターとの面的な連携も有用ではないかという点は、
今後の域学連携と地域活性化を考える上で重要な示唆の一つであるといえる。

事前の登壇者間の打ち合わせでも、特に地域連携の「理想」については語られていない／言語化されて
いない部分があるのではないか、という意見が出されていたが、今回のワークショップでは前半部分でそ
うした部分を補完するとともに、後半部分では理想の実現に向けた課題を職域ごとに、本音で議論を行う
という大変有益な時間となった。

また登壇者 3 名の講演についても、青木氏による各論的な話題提供、井上氏による個別事例の伴走者的
な視点、杉岡氏による「大学のないまち」における地域連携の総論的な論点整理という、当ワークショッ
プのテーマを網羅的かつ具体的に知る上で非常にバランスのとれた内容であった。講演後に質疑応答の時
間はあえて設けなかったが、ワークショップの際に講演者に各テーブルを自由に回っていただくことで、
参加者との対話の機会が形成されていた点も、今回のワークショップの特徴の一つといえる。

あらためて登壇者 3 名の皆様と、全国各地からご参加いただいた皆様に感謝申し上げる。このワーク
ショップでの議論と対話の内容が、今後の（とりわけ大学のないまちにおける）域学連携と地域活性化に
少しでも寄与することができれば幸甚である。
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